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を提案した O これによれば要素分割が二次元的となるため 三次元要素を用いる従来の方法に比べて
計算がはるかに容易となり，この解法は厚肉体の解析に対して有効な方法である。
(2) 従来，有限要素法を接触問題に適用した研究例は少なく，とくに接触域が負荷とともに変化す
るような問題は統一的にはまだほとんど取扱われていない。本研究ではこの問題を有限要素法をもと
に一般的に取扱う方法を提案した。これにより実用上重要な種々の接触問題が解けるようになったこ
との意義は大きい O
:3) 上記の二つの解法を用いて 舶用デイーゼルエンジンの大型ピストンの強度解析を行った。こ
れは従来からしばしば破損して事故を生じてきたにもかかわらず 十分解析されていなかったもので
ある。本研究ではこの問題を究明して，事例についての解析にとどまらず設計指針となるべき種々の有
用な知見を得ている。
以上のように本論文は有限要素法による強度解析法に関して重要な二つの解法を提案するとともに，
これを用いて大型ピストンの強度解析を行い設計上重要な種々の知見を得たもので，応用力学と機械
設計の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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